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概 要

● 「年末調整プログラム」において、令和６年分定額減税処理が行えます。

● １年限りの処理のため、補助プログラム「年末調整定額減税リスト」を作成しました。
定額人数の入力や控除額等の確認は「年末調整定額減税リスト」プログラムで行います。

年末調整定額減税 操作の流れ

(扶養控除等申告書からの自動算出機能はありません。)1.定額減税(人数)の確認

控除対象者ごとの定額減税額は「同一生計配偶者と扶養親族の数」に応じて、「本人30,000円」と
「同一生計配偶者、扶養親族１人につき30,000円」との合計額となります。

あらかじめ、年末調整時点での定額減税人数を確認します。
【本 人】･･･年末調整対象者。
【配 偶 者】･･･居住者である同一生計配偶者。
【扶養親族】･･･居住者である控除対象扶養親族及び16歳未満の扶養親族。

詳細は国税庁ホームページ「令和6年分年末調整のしかた」
https://www.nta.go.jp/publication/pamph/gensen/nencho2024/pdf/nencho_all.pdf
でご確認ください。

2.定額減税(人数)等の入力

『年調定額減税リストプログラム』で、[定額人数(本人含む)]欄に人数合計を入力します。
※本人分も含めた人数を入力してください。

また、合計所得金額が1,000万円超で同一生計配偶者を年調定額減税人数に含めた場合は、
［非控除配偶者減税印刷］にチェックを付けます。

3.年末調整プログラムの個別入力、一括計算において、定額減税額を自動控除

｢個別入力｣｢一括計算｣において、

年調定額減税リストプログラムで定額人数入力あり の場合、(24)年調所得税額から定額減税額
かつ (1以上) を控除し、(25)年調年税額を算出します。

年調プログラム社員登録の[年末調整]が「1.する」

4.年調定額減税リストプログラムで定額減税控除額等の確認、印刷

年末調整計算後、年調定額減税リストプログラムにて各社員の(24)年調所得税額、(24-2)定額減税
額、(24-3)減税控除後額、(24-4)控除外額、減税控除済額の確認、印刷ができます。

5.源泉徴収簿、源泉徴収票(給与支払報告書)の印刷

定額減税控除額がある場合
・「簡易徴収簿」「源泉徴収簿」
枠外の生命保険料等金額印刷行の下に、定額減税関連の金額等を印字します。

・「源泉徴収票（給与支払報告書）」
摘要欄に、「源泉徴収時所得税減税控除済額」「控除外額」を印字します。
また、年調定額減税リストプログラムの［非控除配偶者減税印刷］にチェックを付けた社員に
おいては「非控除対象配偶者減税有」を印字します。
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年調定額減税ﾘｽﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ定額減税人数(本人含む)等入力

＊年調定額減税リストプログラムご利用の注意事項＊

・年末調整データをネット共有で複数端末でご利用の場合、同時に同一会社コードの入力・編集
は行わないようにしてください。同時作業を行った場合は、最後に終了した端末の情報が残り
ます。

・単体利用、ネット共有利用いずれの場合も、定額人数等を正しく読込み・計算させるために、
年調定額減税リストプログラムで入力・編集中の会社コードを、年末調整プログラムで同時に
開かないようにしてください。

・年調定額減税リストプログラムで入力するのは、｢定額人数(本人含む)」｢非控除配偶者減税
印刷｣欄のみです。

● プログラム呼出方法、及び操作手順

1.「年調定額減税リスト」にマウスの矢印を合わせ、
左ボタンを２回押します。(ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ)

2．左図の画面を表示します。
会社コードを入力して

Enter を押します。

※パスワードを設定している
場合は、パスワードを入力
します。

入力

ここでは入力できません

（年末調整プログラムで計算した結果を表示）
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定額人数(本人含む)等入力

3．年末調整の社員登録データをリスト表示します。
あらかじめ確認した各社員の します。定額人数(本人も含めた人数)を入力

※｢年調 1.する｣で本人の合計所得金額が1,805万円を超える場合も、定額人数(1以上)
を入力してください。
（源泉徴収票（給与支払報告書）の摘要への定額減税０円印字を行うため。）

【給与計算システムで定額減税を行っている場合】

F6 給与定額人数読込 ボタンを押すことで給与定額人数を転記することができます。

ボタンを押すと右図のメッセージを表示します。

はい(Y) を選択･･･定額人数を転記します。

※すでに入力があり、定額人数ロックにチェックが付い

ている場合でも上書きします。

転記を行わない場合は 選択します。いいえ(N) を
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定額人数(本人含む)等入力

4．合計所得金額が1,000万円超で同一生計配偶者を年調定額減税人数に含める(源泉徴収票(給与支払
報告書)の摘要欄へ「非控除対象配偶者減税有」を印字する)場合は､［非控除配偶者減税印刷］欄
をクリックしてチェックを付けます。

5．各社員の定額人数(本人も含めた人数)等の

場合は入力途中で、一旦データを保存する

F7 保存 ボタンを押します。

6. 定額人数、及び非控除対象配偶者減税有

チェック入力が終了したら、 F5 終了
ボタンを押します。

7． F5 終了 時、人数等が保存されていない場合は

左図の画面を表示します。

保存する場合は はい(Y) を選択します。

8．左図のメッセージを表示したら ＯＫ を押します。

※保存せず終了する場合は いいえ(N) を選択
します。

9．会社コードにカーソルが戻ります。

・続けて別会社の入力を行う場合は、会社コードを指定して作業を行います。

・プログラムを終了する場合は、 F5 終了 ボタンを押します。
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定額人数(本人含む)等入力

『定額人数ロック』と『定額人数最終更新日』について

定額人数等の入力済データを呼び出した場合､「定額人数ロック」にチェックが付き、データ

入力ができない状態になります。
チェックを外すことで訂正・入力は可能です。変更を行った場合は、当該社員を年末調整プロ
グラムの個別入力で呼び出し、定額減税計算の確認を必ず行ってください。

※ F6 給与定額人数読込 ボタンを押して給与定額人数を転記する場合は、定額人数

ロックのチェックを無視して強制上書きしますので、ご注意ください。

当該ユーザで定額人数等を入力又は訂正して書込みを行った最新日を「定額人数最終更新日」
として表示します。｢定額人数最終更新日｣上をクリックすることで履歴を見ることもできます。

年調定額減税リストで入力した定額人数を元に、年末調整プログラムの個別入力
及び一括計算において定額減税の計算がかかります。

年末調整プログラムで年調計算後、年調定額減税リストを再度開いて、定額減税
額等を確認します。



- 6 -

（令和６年分定額減税について） 年末調整プログラム個別入力／一括計算

● 年末調整計算において、定額減税の計算を行います。

計算対象となるのは、

年調定額減税リストプログラムで定額人数入力あり の社員データです。

かつ （1以上）

※それ以外は従来通りの計算です。社員登録の[年末調整]が「1.する」

給与定額減税後の税額を入力します。

※［F8 給与読込］での税額転記元は、
（46）所得税データ（定額減税後）です。
一括入力での給与読込も同様です。

※控除前税額と減税控除額を分けて入力

したい場合は、｢給料･賞与・手当等［１］」

に控除前税額、「給料･賞与･手当等［２］」

に減税控除額をマイナスを付けて入力し

てください。

給与定額減税後の税額

年調定額減税リストで入力した人数を元に

定額減税の計算を行います。
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個別入力・一括計算

● 定額減税の計算について

「定額減税人数(本人含む)」及び「非控除配偶者減税印刷」

年調定額減税リストプログラムの登録データを表示します。

(24-2)定額減税額＝定額減税人数×30,000円

(24-3)減税控除後＝(24)年調所得税額－(24-2)定額減税額 ※マイナスの場合は0円

(24-4)控除外額＝(24)年調所得税額－(24-2)定額減税額がマイナスになる場合、その金額

(25)年調年税額＝(24-3)減税控除後額×102.1%

※本人の合計所得金額 1,805万円超の場合、金額判定をして(24-2)(24-3)(24-4)が0円表示に

なります。その場合、(25)＝(24)×102.1%で計算します。

● 一括計算

一括計算でも、個別入力の定額減税計算と同じ計算を行います。

★定額減税人数を変更した場合★

変更後の人数での定額減税再計算は、個別入力で呼び出した時、及び一括計算時にかか

ります。変更後は必ず個別入力、一括計算を行ってください。

各社員の年調定額減税控除額等は、｢年調定額減税リスト｣プログラムで確認できます。（次頁参照）



- 8 -

年調定額減税ﾘｽﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ年調定額減税額等の確認・印刷

個別入力、一括計算で年末調整計算終了後、定額減税額等を確認、印刷ができます。

● 各社員の定額減税額等の年末調整データをリスト表示します。印刷、ＣＳＶ搬出での確認もでき
ます。

● F9 印刷

1． F9 印刷 ボタンを押します。

2．左図の画面を表示します。印刷設定をします。
該当する場合は□をクリックしてチェックを付けます。

3．印刷を実行する場合は、 F9 印刷 ボタンを押します。

4．左図の画面を表示します。

ＯＫ を押して印刷を行います。

※「通常使うプリンタ」へ印刷します。
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年調定額減税額等の確認・印刷

● F8 ＣＳＶ出力

1． F8 ＣＳＶ出力 ボタンを押します。

2．左図の画面を表示します。実行する場合は ＯＫ
を押します。

3.「名前を付けて保存」の画面を表示します。
任意の保存場所を指定します。
（ファイル名を変更する場合は入力します。）

保存(S) を押すとＣＳＶ搬出します。

【年末調整一覧表】は従来通りの集計です。年調定額減税リストは(24)と(25)の間のリストとなります。
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年末調整プログラム簡易徴収簿／源泉徴収簿

● 個別入力及び一括計算後、社員ごとの簡易徴収簿、又は源泉徴収簿の出力を行います。

年調定額減税リストプログラムで定額人数入力（1以上）があり、かつ、社員登録の[年末調整]

が「1.する」の場合は、枠下に定額減税額等のデータを印字します。

「定額減税人数(本人含む)」「定額減税額(24-2)」「減税控除後(24-3)」「控除外額(24-4)」

「非控除配偶者減税印刷」

簡易徴収簿

源泉徴収簿
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年末調整プログラム源泉徴収票（給与支払報告書）

● 個別入力及び一括計算後、社員ごとの源泉徴収票（給与支払報告書）の出力を行います。

・年調定額減税リストプログラムで定額人数入力(1以上)があり、かつ社員登録の[年末調整]
が「1.する」の場合は、摘要欄の１行目に「源泉徴収時所得税減税控除済額」「控除外額」
を印字します。

・[非控除配偶者減税印刷]にチェックがある場合は､「非控除対象配偶者有」を印字します。
（※同一生計配偶者で(同居)特別障害者の場合も省略せず印刷します。）

◎年末調整プログラムにおいて、摘要欄に記載する内容の各印字位置が決まっています。
枠が狭いため、文字サイズを小さくし、金額の単位｢円｣の印字は省略しています。
あらかじめ、ご了承願います。

《摘要欄記載事項をすべて入力した場合の印刷例》
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（令和６年分） 年末調整プログラム基礎・配偶者・定額減税・所得金額調整控除申告書

「 」 。● 令和６年の 基礎・配偶者・定額減税・所得金額調整控除申告書 を作成することができます

※定額減税人数の算出は行えません。申告書の作成のみ可。

令和６年のデータを呼び出した時

のみ、３つ目のタブを表示します。

３つ目のタブ

２つ目のタブで入力

、したデータを使って

定額減税の判定及び

令和6年様式での印刷

が行えます。

(入力欄はありません)

※本人の合計所得金額見積額

がある場合に判定します。

２つ目のタブ：従来の基配調申告書

金額等の入力は２つ目のタブで行います。

３タブ目を開いたタイミングで定額減税の

判定計算を行います。

令和６年様式で印刷を行う場合は、２タブ

目のデータ入力後、必ず３タブ目を開いて

ください。


